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研究成果の概要（和文）：従来のレジストレーション手法は構造をもつ対象物のモデルをまず設

定し、その構造モデルの変形を制御する多くのパラメータがあり、このパラメータを動かして、

入力画像に最大に合致させることでレジストレーションを実現してきた。それに対し、本研究

の手法はパラメータをもつような構造的な対象モデルを設定せず、画像それ自体でモデルを表

現する。このとき、モデルを表現する画像は、任意の形状の部分画像の複数から構成され、部

分画像は分離して配置されることも許容するものである。ここでのレジストレーションは、前

述の複数のオブジェクトを表す部分画像の、それぞれの部分画像自体の非線形変形とそれらの

配置関係の非線形変形の双方の変形を許して、いろいろなテクスチャをもつ入力画像中にもっ

とも合致する部分を事前のセグメンテーションを行わずに行うものである。このレジストレー

ション手法は、われわれが開発してきた２次元連続ＤＰとよぶ画像間の全ピクセルの対応関係

をうる手法を上記の条件のレジストレーションの実現に適用したものである。 

 
研究成果の概要（英文）：The methods of image registration has been suffered from solving 
problems of parameter optimization of a model which is manually constructed. Moreover 
the segmentation is another difficult problem to be solved. These problems are commonly 
shared among the algorithms based on so-called model-based methods in image registration. 
In order to overcome these difficulties, we proposed algorithms based on appearance-based 
method which does not need any parameter to describe a model. A set of sub-images allocated 
in an image becomes a model to be registered on an input image. Our algorithm is based 
on so-called 2-dimensional dynamic programming which carries out full-pixel matching 
between images and also realizes so-called spotting, namely, segmentation-free optimal 
non-linear matching. Non-linear property includes two kinds of allowance of non-linear 
variation, namely, allocation of sub images and deformation of each sub-image. The 
experimental results showed that the proposed image registration works very well in the 
scheme of appearance-based method. 
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１．研究開始当初の背景 

画像のレジストレーションは医用画像

の診断などで重要な技術である。従来の主

たる手法は、事前にレジストレーションす

べきオブジェクトのモデルを作成する。こ

のモデルは多くのパラメータが含まれて

おり、このパラメータ群の値を変化させて、

対象の画像との最適対応することをもっ

てレジストレーションが実行される。画像

診断ではレジストレーションされたとき

のパラメータの値で行われることになる。 

以上の状況ではモデルの作成に多大な

労力を必要とすることになり、またレジス

トレーションのための最適パラメータの

決定に組み合わせの問題などが発生し、計

算量の増大をもたらすという困難性があ

る。 

 

２．研究の目的 

上述の背景のもとで、多くのパラメータ

をもつモデル記述を行わず、画像のみでの

オブジェクトの表現で、入力画像中にオブ

ジェクトを非線形の変形を許容してレジ

ストレーションを行える方式を開発する

ことが本研究の目的である。これにより、

オブジェクトの記述についてその構造の

作成や各種のパラメータを設定する必要

がなくなり、モデルを極めて簡単にできる

ようになる。このような方法一般には

appearance-based approachであるという。 

また、レジストレーションであることは、

対象の入力画像中にオブジェクトをレジ

ストレーションすべき部分領域を定める

必要がある。これは画像のセグメンテーシ

ョンを意味するが、これを良好に行うこと

がオブジェクトのパラメータ決定を困難

にせずにできることが重要である。これも

もう一つの大きな研究の目的となる。 

 

３．研究の方法 

上記の研究の目的を実現するための方

法として、appearance-basedの手法であ

り、かつセグメンテーションフリーにレ

ジストレーションすべきモデルの非線形

変動を許容する方法である２次元連続Ｄ

Ｐという手法を利用する。２次元連続Ｄ

Ｐはわれわれが開発してきたアルゴリズ

ムである。これは入力画像の任意の領域

において参照画像の非線形変動を許して

それに含まれる全画素とその入力画像中

の領域中の全画素との非線形最適対応を

求めることができるアルゴリズムである。 

また、その際、モデルの記述といえる

参照画像は任意の個数の離れた部分画像

から構成されることを許容するものであ

り、それらの２次元的位置関係について

も非線形変動が許容されるものである。 

 

４．研究成果 

２次元連続ＤＰの開発の過程はいろい

ろの曲折をへてきたが、本研究開発期間中

に大きな進展をみた。それによって、本研

究の課題である非線形レジストレーショ

ンが少ないメモリーと計算量によって実

現できるアルゴリズムの完成をみた。 

そのポイント以下のものである。 

２次元連続ＤＰは参照側の画像パター

ンの全ての画素を入力画像側の全ての画

素との対応を行うが、参照画像として長方

形の画像の全画素をオブジェクトと指定

するのではなく、その部分画像の分離を許

して複数個の部分領域でもってオブジェ

クトを指定できる。 

他方、入力画像はいかなる領域を事前に

指定することを行わないとする。このとき、

２次元連続ＤＰを適用すると、入力画像中

で部分画像の集まりからなる参照画像の

それぞれに画像としての非線形変形を許

し、かつ部分画像間の位置の非線形的変動

の双方を同時的に許容した最適ピクセル

マッチングを実行する。 

また、そのマッチングする位置も入力画

像中の最適になる位置で行う。この自動的

な位置決めが自動的に行われることをス

ポッティング機能をもつといい、これがレ

ジストレーション機能をもつこととなる。 

このような機能をもつ２次元連続ＤＰ

はわれわれが開発してきたが、必要とする

記憶容量と計算量の少ないアルゴリズム

を開発した。 
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